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　本 シ ン ポ ジ ウム で は、第二 言語研 究にお ける反応時間 （reaction 　time ：RT ）デ
ー

タの 意

義を考え、具体的 に第二 言語 にお け る単語認 知や文処理 の 認知的プ ロ セ ス の 研究に 、 さら

に は 教室 で の 教育実践 に 、
い か に活 用 でき るか検討 したい

。

●提 案 1 ： 「第二 言語 習得研究 にお ける反応 時間デ ータ」 （門 田修 平）

　これ まで 英語な どの 外国語教育の 研究 ・実践で 主 に利用 され るデータは 、
正 答数 （正 答

率）や、発話 ・筆記プ ロ トコ ル な どの データで あ っ た 。
これ らは、言語処理 の プ ロ セ ス を

調 べ るに は 、 どち らか とい うと包括的でお お ざっ ぱな指標で ある 。 こ の点 、 実験参加 者に

単語や文 な どを 、
パ ソ コ ン の ディ ス プ レ イ を使 っ て視覚提示 した り、

ヘ ッ ドフ ォ ン を使っ

て 音 声提示 し、所 定の 課題 を与え 、そ の 課 題 に 対する正 答率 （誤 答率） と ともに 、 そ の 課

題 に反応す るまで の 潜時 （反 応時間）を測定する方法は 、 実験参加者の 言語認知の プ ロ セ

ス の 微細な違い を検出で き る 、 かな り鋭敏 な指標で ある。

　L1 に お け る処 理 と比 べ て
、
　 L2 処理 は 、音韻、語彙、統語 、 意味 な どの 各処 理 モ ジ ュ

ー

ル （processing　module ）が十分な 自動性 を達成 して い ない
、 流暢に は作 動 しない 状態 に

あ る と考 え られ る 。 こ の よ うな L2 処 理過 程の 特質の 研究に、反応時間が い か に活用で き

る か、お よび教室 へ の 実践例 に つ い て、導入 的な検討を行 う。

●提案 2 ： 「単語 認知研 究 と反 応時間」 （赤松信彦）

　L2 学習者 の 単語処理 を測定す るオ ン ライ ン 課題 と して は 、 音読 （naming ）、 語彙性判断

（lexical　decision）、単語探索 （word 　identi丘cation ）、 音韻感受性 （phonemic 　awareness ）

課題などが用い られ 、 そ の 反応時間や正 確性 をも っ て単語認知能力の指標 とされる こ とが

多い 。本提案で は 、 音読課題 及び 語彙性判断課題 に お ける反応時間に 焦点を 当て る 。

　音読課題 の 場合、単語や語句な どの 刺激材 料が提 示 され ， それ をで きるだ けす ばや く声

に 出 して読む よ う求め られ る。通常、 コ ン ピ ュ
ー タ画面 上 に刺激材 料が 提示 され て か ら音

読 され るまで の 時 間を反応 時間 とし、正 確 に認知 され た刺激材料に対する反 応時間の み を

計測する 。

一方 、 語彙判断性課題 は、刺激材料を単独で 提示す る場合 と複数提示 する場合

の 二 っ に大 き くわ け られ る 。 単独提示の 場合 、 刺激語が実存す るか ど うかの 判断を出来る

だ けすばや く行 うよ うに指示 され る 。 複数提示 で は 、 最初に示 され た刺激 （prime） と次

に提示 され る刺 激 （target）の 関係性 に つ い て 判断 を求 め られ る場合 と、　prime に関わ ら

ず target の 語彙性判断を求 め られ る場 合 とが あるが、い ずれ の 場合 も、　target へ の 反応時
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間 （誤認反応 を除 く）が単語認知能力の 指標 と される 。

　本提案では 、音読課題 と語彙性判断課題 の特徴 を踏ま え
、 それぞれ の 課題 を使用す る上

で 注意 すべ き点に つ い て考察す る。 そ して 、 L2 単語処理 及び読解研究におい て 、 両課題に

お け る反応時問デ
ー

タがい か に活用 され て きたか につ い て 論 じ、今後の 展望 として 、 当該

研 究分 野 にお ける 疑似単語 （pseudoword ）処理データの 可能性 につ い て提案する 。

● 提案 3 ： 「文処理 研究 と反応 時間」 （中西弘）

　本提案 では 、 文 処理研 究にお ける反応時間の活用例を、ワーキ ン グメモ リ容量の 個人差

が、ガー
デン パ ス 文や フ ィ ラーギャ ッ プ文の処 理にい か に影響す るか に関す る研究に もと

つ い て 、報告す る 。 実験手法は 、  ワ
ー

キ ン グメ モ リの測定課題 で ある リー
ディ ン グス パ

ン テ ス トを実施 した上 で 、   上記の ような文の 処理課題 を実施する とい うもの で ある 。

　  の リ
ー

デ ィ ン グス パ ン テ ス トは 、次々 に提示 され る文 を処理す る と同時 に、文 末単語

の 記憶を要求す る課題で、文 の 処理 と保持 の 効率を測定す るもの である。 従来か ら測定は

紙べ 一ス で 行われ 、 文末単語 の 再 生率 の み を指標 とす る こ とが多か っ た。SuperLab　Pro
な どの ソフ トを搭載 した PC で 実施す るこ とで 、各英文 の 処理時 間の 測定が 可能にな っ た 。

こ の処理時間に 、 各提示文の 内容理解率お よび 文末語の 再生 率を掛け合わせ たス コ ア （処

理 効率得点）を算出す るこ とで 、 リーデ ィ ン グス パ ン テ ス トの 妥当性が高ま るこ とが検証

され て い る 。

　  の 文処理課題 は 、 ガ ーデン パ ス 文 ・フ ィ ラーギャ ッ プ文 とい っ た文をコ ン ピ ュ
ー タ上

に 1語ず つ 提示 す る とい う、 移動窓 に よ る参加 者ペ ー
ス の 読解課 題 を行 っ た もの で ある。

文全体の 読み に要 した時 間の み ならず 、 各単語 の 処理 時開デー
タが 得 られ るの で 、 文 処理

の どの 地点で認知負荷が 高くな るの か 測定で きる 。   で 得 られた処理効率 得点 を もとに 、

ワ
ー

キ ン グメ モ リの 大・小 2 群に分類 し、  の 文処理 にお ける読み 時間を比 較す る こ とで 、

ス パ ン の 大小に よ る文処理様 式 の 違い が分析で きる よ うになる 。

●提 案 4 ： 「反応時間をい か に教育実践に応 用す る か」 （長谷 尚弥）

　従来の 英語教育現場に おい て は、accuracy （正 確 さ）の 追求 が主 眼に な りが ちで 、
　fluency

（流暢 さ）には余 り注意が注がれて こ なか っ た。実践的 コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 能力の 育成 を

標榜する これか らの 英語 教育におい て は 、accuracy に加 えて fluencyが益々 重要 とな り、

教育現場 （教室 ）に お い て も、言 語 に関す る正確 な知 識 （宣言的知識）を もとに、それ を

実用に耐 え うる知識 （手続き的知識）とす るための fluency訓練 とそ の評価が重 要 とな る
。

　そ して こ の fluency（流暢 さ） を測 る
一

つ の 方法が
、 反応 時 間で ある。反応 時間 とは厳

密 に言えば 、
「実験で被験者 に何 らかの 刺激 が提示 され て か ら、反 応が生 じる まで の 所要 時

間」 （小池生夫 ほ か （編）（2003）『応用言語学事典』 ， p550 ）で あるが 、 この 提案で は反

応時聞の 概念 を広義 に捉え、「様々 な タス ク （課題 ）を遂行するに要する時間」だ と考え る。

また、通 常 、 反応 時間の計測は ミリ秒単位で とらえられ 、 そ の計測は コ ン ピ ュ
ータ と専用

ソ フ トを用 い て行 われ る こ とが 多い 。 だが この 提 案では 、 教室 にお ける実行可 能性 を考慮

し 、
コ ン ピ ュ

ー
タの みな らず ス トッ プ ウォ ッチ を用い た 例も紹介する 。

　本提案で は 、 反 応時間を測 る とい う概念 を教室 に持ち込む こ との 意義 、メ リ ッ ト、実践

例に つ い て 紹介 したい
。
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